金剛般若經諸本語彙の比較研究 by 香川, 孝雄
金剛般若經諸本語彙の塊較研究
香 川 孝 雄
は し が き
知 らるるごとく金剛般若經 は幾 度 も飜譯せ られ,ま た佛教流傳 の各國語 に譯 されて,多 ぐの
人 々の感心 をそそつた。い ま漢文 譯で現存す るもあだ けで も八種類 を數 え る。 その ように度 を
重 ねて飜譯 され るとLaうことにほ,そ れだげの理 由が あつ ての ことであ 吃 それに よつて その
時 代 ゐ人 々の要望 に應 えた こどが豫想で きる。喫 こでい ま梵藏漢 八譯 を とりあげてその飜譯態
度 を明 らかにするために,單 語,熟 語 の類 の對照 を試 みた。 したがつ て,こ こに對照 した語 は
原 形 に還元す ることな く經典 の串に出て くるその ままの形 で封照 することに した。 それに よつ
て漢譯者 たちが言語の系統 を異 にす るサ ンス ク、リッ トを文 法的 にいか に寫 しと り,ま た深 遠なi
般 若の数 理 をいかに表現 しよ うとい てい るか とい う努 力の跡 を追 つて,各 譯者の飜譯態度 を見
極 めたい と考 えた。その ため の最初 の作業 が この羯照 であ る。 さらにこれを もとに して種 々な
る問題 を解明すべ きで あるが,そ れ は稿 を改 めてい ずれ發表 したい。







金剛般若波羅蜜經 眞 諦 譯(562A.D.)
金剛能斷般若波羅蜜經 笈 多 譯(592・A.D.)
大般若波羅蜜多經 第九會 能斷金剛分 玄 奘 譯(660-663A.D.)
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菩提流支1眞 諦i笈 多 玄 奘 義 淨
壽者見 壽者見 壽見 命者見 壽者見
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壽者想 壽者想 壽想 命者想 壽者想
ii // ii ii p
〃 ii ii ii //
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悉知是人 悉知是人 知彼 悉知是人 悉知
ii // 〃 p ii
云何 云何 彼云何 云何 云何
何以故 何以故 彼何所因 何以故 何以故
〃 〃 ii 所以者何 所以者何
ii ii // 何以故 何以故
於汝意云何 汝意云何 彼何意念 於汝意云何 於汝意云何
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因此 彼 由此
如來 如來 如來 如來 如來







如來以佛智慧 如來 如來佛智 以其佛智
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佛以智眼
如來所説 如來所説 如來説 如來説 如來所説
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廣説 所開
洗已 洗已 洗 洗已 洗已
降伏 發起,發 心 降伏應 攝伏 攝伏
説 施設 施設
如常敷座 如常敷座 施設如是座中 敷如常座 於先説座
假名読 施設已 施設所施設
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智慧 有智慧 智慧究竟 具慧 具慧
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修行 修行 修行應 修行 修行
ii ii ii // ii
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我今實言告汝 我今示汝 知我汝 吾今告汝 我今實言告汝
收 收 收攝 收 收
不住相 無執著心 不住 都無所住而 不住
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不住 不著 不…住 不住 不住
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如來所説義 佛所説義 世尊説義 佛所説義
世尊 世尊 世尊 世尊
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読 説 // ii
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信心 實想 實想 實想 實信
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七寳 七寳/ 七寳 七寳 七寳
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善哉善哉 善哉善哉 盖 盖口 口 善哉善哉 善哉善哉
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與…倶 與…倶 共 與…倶 與…倶
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